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           ホダ木や菌床にパルス電圧で刺激を与え，きのこの収量を増 

やします．また電気刺激に必要な小型電源を作成・提供しま

す．本技術は，植物の発芽促進（栽培期間短縮・生産性向上）

にも活用できます． 

【原理と特徴】植物細胞や菌糸に電界をかけると， 

周波数によって反応が異なります．低周波数は雑菌 

の不活性化に，高周波は細胞の活性化などに活用で 

きます．本技術は，の早いパルス高電圧を出力する 

小型のパルスパワー電源を作成し，その出力電圧で 

ホダ木や菌床にかけて，きのこの収量を増やします． 

新聞やテレビ番組で数多く取り扱われた，環境にや 

さしい技術です． 

【効果】菌糸を十分にまわしたホダ木や菌床に（二 

核菌糸），パルス電界で刺激を与えます． 

電圧をけるタイミング，大きさ，回数を適当に調整 

することで，酵素の分泌量が増えるなど，菌糸（栄 

養菌糸部分）が活性化されます．その結果，菌糸の 

密集部が発生し，子実体（きのこの傘）が形成され， 

収量が増加します（図１）．高電圧印加の発芽刺激は， 

キノコだけでなく，野菜の種や球根にも使えます．図 

２は，カイワレ大根の種子の発芽が早まっている様 

子と，電圧刺激を加えている様子になります． 

シイタケやナメコ，霊芝など，他品種キノコの生産性を向上させます． 

野菜工場など養液栽培での植物の発芽を早め，生産性を向上させます． 

関連特許 なし 
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何に使えるの？ 

どんな技術？ 
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図１ 電気刺激によるシイタケの成長の比較 

図２ 電気刺激によるカイワレ大根の発芽促進 
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